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いずれもが同ーのα ， ß 不飽和ケトン体(デオキシタゼ、チノン)を与えた。 この反応によって同時に原物
質がアリルアルコール型で、あった乙とがわかり，ノルマル系，イソ系二つの化合物の諸性質や反応を検討




2. アリル型 OR (R=H , COCH3 , Alkyl) 基の還元的脱離反応。
アリルアルコール型化合物が接触還元によって二重結合の還元と同時にその水酸基が還元的に脱離する































以上の事実を総合してイソタゼチノールおよびタゼチノール(又はタゼチン)にそれぞれ (1) ， (1I) 
の相対配位を与えた。叉タゼチノール，イソタゼチノーノレ系化合物のアリル型水酸基に対して Mills の
分子旋光度の理論を適用して，前者ではその水酸基が β 配位を，後者では α 配位をもっていることを証

















































ノール叉はタゼチンでは N と O はトランスの関係にあることが推定される。
次にタゼチノール叉はイソタゼチノーノレでは二重結合と水酸基がアリノレの位置にある事を二酸佑マンガ
ン酸化によってアルフアーベーター不飽和ケトンが生成する事より明らかにしたが，乙れはこの様なアリ
ル型のアセトキシ叉はメトオキシ基がパラジウム炭素による接触還元で容易に脱離される事よりも支持さ
れた。よってこ乙にタゼチンの二重結合とメトオキシルの位置の関係が確定された。
更に著者はタゼチン並びにイソタゼチノールの二酸化マンガン酸化成績体より数階程を経てそれぞれの
窒素を脱離させた化合物に導き，それ等がいずれも光学的に不活性な事よりたくみにタゼチンがスピロ化
合体である乙とを証明した。叉著者はこれ等分解産物の合成に関与し，その中間体の立体構造を論ずる事
によってタゼチンの立体構造の未確定部分を解明し，ここに相対的立体構造を決定することができた。
更に著者はミルスの理論を応用してタゼチンの絶対配位をも決定する事に成功し次式であらわされる事
を明らかにした。
タゼ子シ
以上の研究は薬学博士の学位を授与するに適当と認められる。
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